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〇女子学生（２年生） 

初めての長期間ボランティアでした。初日から子供たちの元気におしつぶされ気味で、私は、「私に

は一週間は無理かもしれない」と、館内オリエンテーリングをしているときに思いました。それは、

自分が子供たちとの距離をうまくつかめなかったから、子供たちの輪の中に自分がどこまで踏み込ん

でいいのか分からなかったからです。しかし、先輩ボランティアの皆さんと職員さんの助言のおかげ

で頑張ることができました。少しずつ子供との距離を近く、そして、いい距離感というものをつかん

でいったと思います。自分があれこれ悩んでいても、ボランティアの仲間の「話聞くよ！」の一言で

頑張ることができました。話を聞いてもらえることの安心感は子供たちも同じと気づいたきっかけと

なりました。職員の皆さんのお話は自分を上へ向かわせてくれて、ボランティアの仲間は横で支えて

くれて、とても感謝しています。 

子供たちは私が思っているより大人であること、考えがしっかりしていること、言われたことはで

きるということ（やるかやらないか）など、子供たちについて気づいたことがたくさんありました。

子供たちへの接し方などは、最終日になってやっとわかったことも多々ありました。 

子供たちも私も喜怒哀楽がいろいろありました。私自身の反省点も多々。充実しすぎて、学ぶこと

が多すぎて、考えることが多すぎて、悩むことも多すぎて、それでも参加して本当に良かったです。

これをきっかけに自分を高めていきたいです。 
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１ 成果 

（１） 参加児童の変容 

  ・参加した児童の「生きる力」（知・徳・体のバランスのとれた力）の向上がみられた。 

  ・参加した児童の「情動知能」（心の知能指数）の向上がみられた。 

  ・参加した児童の基本的生活習慣（早寝早起き・家庭学習・整理整頓等）の向上がみられた。 

  ・参加した児童の精神的な成長を保護者が感じることができた。 

 

   ※「Ⅳ 通学合宿の効果」（２６ページ～）、「Ⅴ保護者アンケートから」（４３ページ～） 参照 

 

（２） プログラム開発 

  ・「生きる力」「情動知能」の向上や、児童の変容に対する保護者の実感などから、本事業の有用性

が明らかになった。 

  ・「学習・交流」の時間に様々なプログラムを取り入れたことにより、参加児童が楽しんで夜の活

動をすることができた。また、岩手山青少年交流の家の新たな活動プログラムの開発につながっ

た。 

 

（３） ボランティアスタッフの成長 

  ・児童と長期間にわたり接することで、指導・支援の難しさを体験するが、教職を目指す者にとっ

ては、将来の糧になった。 

  ・ボランティア同士の助け合いの中で、その絆が深まった。 

  ・長期合宿の体験により自信と積極性を身に付け、他の様々な事業やボランティア活動に参画する

者が多くなった。 

 

   ※「Ⅵ ボランティアレポート」（５０ページ～） 参照 

 

２ 課題 

（１） 参加児童の変容 

  ・「生きる力」や「情動知能」の向上はみられたが、男女別や学校・学年別による向上の差など、

細かな分析をし、新たな課題やニーズを明らかにしてそれに向けたプログラムを考えていきたい。 

 

（２） 事業実施について 

  ・対象校の協力があっての事業である。滝沢市や教育委員会と協力しながら、市内においては対象

校に偏りがないような事業実施体制を整備したい。 

 

（３） スタッフ体制の整備・維持・改善 

  ・長期間、児童に深く寄り添っての事業となるため、相当のスタッフが量・質ともに必要である。

数年の実施により、スタッフ体制は整備されたが、それを維持・改善していくための職員の研修

やボランティアの育成が必要である。 

Ⅶ 成果と課題 
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国立岩手山青少年交流の家 教育事業 

通学合宿「テンちゃん一家の一週間」 

事  業  報  告  書 

～通学型長期宿泊体験で生きる力を～ 
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